
      

（京人形青年会の端午の節句イメージキャラクター ）
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端午の節句 
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土曜塾情報は，主催者の責任に基づいて登録された情報を掲載しています。情報の内容につきましては主催者から提供されたものであり，安全管理や情報管理，内容面の確認を含め，保護者の責任において参加していただきますようお願いいたします。

　美しい自然や歴史・文化…。京都が世界に誇る
財産です。京都には国内外から１年間に約5000
万人もの観光客が来られていますが，皆さんは何
か所行ったことがありますか？「いつでも行ける」
と思っている方も多いのではないでしょうか。
　市民の皆さん自身が，京都の魅力を十分に味
わっていただき，「京都人としてのたしなみ」を身に
付けて，お客様をおもてなしできたら素敵ですね。
観光客ではなく，京都在住の皆さんを対象に昨年
度から新しく始まった「市民による京都の魅力再発
見事業」を，ジュニア京都観光大使が紹介します。
　京都の寺院・神社，観光施設などの見所の案内
と，お茶などの体験をセットで京都の魅力を味わ

うことができるこの事
業は，平成２３年度は東
映太秦映画村や平清盛
ゆかりの地，京の雛人
形見学など５つのコー
スがあり，大使たちは
「坐禅体験と妙心寺特

別拝観」に参加しました。
　今回，ジュニア京都観光大使は体験するだけで
なく，スタッフとしても参加することができました。
まずは受付です。参加者１人１人に笑顔で「こんに
ちは」と大きな声で挨拶しながら，パンフレットや

カイロなどを手渡します。
境内を移動する時にはツ
アーの添乗員となって，旗
を持って約７０人の参加者
の皆さんを誘導しました。

　こうしたお手伝いをしながら，合計約２時間の
コースに参加します。最初に坐禅体験。姿勢を整
え（調身），呼吸を整え（調息），最後に心を整えて
いきます（調心）。その後，法
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特別拝観を含む３ヶ所をボラン
ティアガイドの解説を聞きなが
ら巡りました。
　「京都の魅力再発見事業」は
来年度も実施予定です。この他
にも，定期観光バスや非公開文

化財特別拝観など，京都の魅力を感じることので
きるたくさんの機会がありますよ。探してみよう！

妙心寺：
ＪＲ花園駅から徒歩５分。広大な敷地に，４６の塔
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寺院（本寺の境内にある末寺院。もとは高僧が亡く
なったときに，弟子が墓を守るために建てたもの）
が立ち並ぶ，日本最大級の禅寺です。法堂の鏡天
井にある雲龍図（狩野探幽 筆）は，見る人の位置に
よって，天に上っていくようにも天から下ってくるよ
うにも見えます。三門は普段は非公開。内部には極
彩色の天井画などが状態よく保存されています。
隣華院では長谷川等伯筆
の山水画や西園雅集図な
ど，多くの障壁画を保存し
ています。

青谷夏野さん／大久保美鈴さん／続木明佳さん／原有利奈さん／宮本紬麦さん

「歴史で感動！技で感動！体験で感動！」
市民による京都の魅力再発見事業

　端午とは「月の初めの午
うま

の日」のこと。午を「ご」
と読むことから毎月5日を表すようになり，奇数の重
なりをおめでたいとする考えから，いつしか5月5日
になりました。奈良時代に病気や災いを避けるため，
「よもぎ」や「しょうぶ」で厄よけしたのが始まり
で，今では5月5日は「こどもの日」として親しまれ
ています。

　鯉のぼりは江戸時代に始まったと言われています
が，その由来は「鯉が滝を登って竜になった」という
中国の故事（昔から伝えられてきた事）から来てい
ます。こどもの日に飾る鎧
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は，交通事故や病気
から子どもの身を守るシンボルとして，昔の武家社
会の風習から伝わっています。

　4月下旬から5月5
日までの間，京都市
役所前の広場や多く
の市立小学校では，
京人形商工業協同
組合青年会から寄贈
いただいた鯉のぼり
が元気に泳ぎます。
同青年会の皆さんが節句を通して「日本の心～祖
父母から親へ，親から子へと，子供が健やかに育って
いく願い，思いやりのある心～」を子どもたちに伝え
ようと取り組んでおられます。子どもたちの健やか
な成長を願い，皆さんもご家庭で鯉のぼりや鎧
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を
飾りつけて，「端午の節句」をお祝いしませんか？

京都観光Ｎａｖｉホームページ
http://kanko.city.kyoto.lg.jp/
京都市観光協会ホームページ
http://www.kyokanko.or.jp/

9    その他    詳細情報 参加者の表記… 幼＝幼児　小＝小学生　中＝中学生　総＝総合支援学校（小:小学部, 中:中学部／低:低学年, 高:高学年） 高＝高校生　大＝大学生　保＝保護者


